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を使って
授業をする際の手引書
制作：認定NPO 法人ReBit
2025年12月15日版

【絵本の主題】
お父さんのように「男らしく」なれないことに悩む主人公。大好きなドレスを着て学校に行ったら、クラスでぽつんとなってしまいました。ショックを受けた主人公に、お父さんが「本当の自分に自信を持って」と寄り添います。


【授業でご活用いただく際のテーマ案】
1. 自分らしさを大切にしよう……タイムライン案①
2. 自分や他の人のちがいを大切にしよう……タイムライン案②
3. 性の多様性について：男らしさ・女らしさより自分らしさが大事……タイムライン案③


【SDGsとの関連性】
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【授業を行う上で大切にしたいこと】
ジェンダー平等や公正に関する授業を行うときは、その授業の場自体もジェンダー平等であり、公正に配慮されていることが重要です。

＜先生に大切にしていただきたいこと＞
· 性別で分けない
「男の子たち、読んでください」など、不要な男女の分け方をしないでください。
· 性別を決めつけない
絵本の登場人物は性別や性のあり方を明示していません。そのため、本作の主人公を「女の子になりたい男の子」や「ゲイの男の子」等と決めつけることは避けてください。
· 他者の情報を勝手に共有しない
先生自身が「以前の生徒で同じような人がいた」など、他者の話を例に出さないようにしましょう。また、児童生徒からも「〇〇さんが同じことを言っていた」などとならないように事前に他の人の情報を出さないことを伝えましょう。
· 無理に発表させない
性別や性のあり方のテーマについて、発言したくない児童生徒もいます。自発的に発表がない場合は、誰かを指名するなど無理に発言を求めることは避けましょう。


また、児童生徒が安心して参加できるよう、「フロアルール」を共有することも推奨しています。ぜひ先生自身がいくつかルールを追加ください。

＜児童生徒と大切にしたいフロアルール＞　
· ちがいをたいせつにする。
いろいろな考えの人がいる。自分とちがう考えでも、「それはちがう」とひていしたり、「へんだよ」とからかったりせず、おたがいの考えをたいせつにしよう。
· 言いたくないことは言わなくていい。
じゅぎょうの時間も、おわった後も、自分が言いたくないことは言わなくて大丈夫。聞かれても「言いたくない」と言っていい。
· むりに聞かない。
気になることがあっても、その人が話したくないことはむりに聞かない。
· パスしても、分からなくてもOK。
話し合いをする時、考え中だったらパスしても大丈夫。分からないと言ってもOK。話を聞く役わりで参加しよう。
· かってに言いふらさない。
話し合いで友だちからきいたことを、かってに他の人に伝えないようにしよう。


【授業中にこんな発言があったら】
· 「この主人公は男なの？女なの？」
：　	本人が明示していないため、わからないことを伝えましょう。また、日常生活でも本人が明示するまでは、性別を勝手に決めつけないことを伝えます。（例）「この子から聞いてないから、分からないな」

· 「ホモ」「レズ」「オカマ」「オナベ」「オネエ」などの発言（例：男なのにピンクのドレス着てるなんてオカマじゃん）
：　	それらの言葉が差別用語であることを指摘し、傷つく人がいるため使わないよう指導します。

· 「きもい」「生理的に無理」「生物学的におかしい」などの発言（例：男なのにピンクのドレス着てるなんてきもいじゃん）
：　	「なぜそう思うの？」と理由を聞いたり、「私はおかしいと思わないよ」と先生の意見を伝えたりしましょう。また、「おもしろいことではないよ」と他の人権課題と同様の姿勢で対応します。

· 「自分も／友だちの○○さんも、この子と同じだ」など、カミングアウトやアウティングにつながりそうな発言
：　	全体で共有してしまうことのリスクを考慮し、「大切な話だと思うから、後でゆっくり話を聞かせてほしい」などの言葉で制止し、その場では続けないようにしましょう。授業後に別途時間をとって、個別に対話してください。


【授業のタイムライン案①】
自分らしさを大切にしよう
＊小学校低学年を想定、学活・道徳など

	
	学習活動
	主な発問
	指導上の留意点

	導入
5分
	導入
	◎今日は自分らしさを大切にすることについて学びます。今日の授業では、このお約束をしましょう。
◎あなたの好きな遊びは何ですか？まずはこの子の「好きなこと」について、話をきいてみましょう。
	・導入は実態にあわせて工夫する。
・フロアルールを共有する。
・絵本の主人公を「男の子」「ゲイ」「トランスジェンダー」等と勝手に決めつける発言は避けてください。

	展開(1)
10分
	絵本の読み聞かせ

	◎では絵本を読んでみてみましょう。
	・ジェンダーや性のあり方に関する揶揄等があった場合の対応は、前頁を参照。

	展開(2)
7分
	感情の動きの整理
	◎この主人公はどんなことが好きでしたか？好きなことをしている時ってどんな気持ちでしょうか？
◎この主人公は、お父さんがみていたから好きなことをやめてしまったよね。みんなも他の人がみているから何か好きなことをやめたりあきらめたりしたことはある？それはどんな気持ちだった？ 　等
	・登場人物の気持ちを場面ごとに絵本を活用しながら確認。


	展開(3)
8分
	性別によらず好きなものを好きでいい
	◎ここから他の人の好きなものもみてみましょう。この絵本のなかでは、誰がどんなことが好きでしたか？
◎男の子・女の子だからこれが好きなのがふつうだとか、これが好きではいけないと思っていること、ありませんか？
◎男の子でも女の子でも、好きなものや好きな人を好きでいていいんですね。
	・絵本の内容なども活用しながら、性別によらず自分らしさを大事にしてよいことを確認。

	展開(4)
10分
	ワークシート
	◎あなたの好きなことや好きなものはなんですか？書いてみましょう。
	・ワークシートを活用して記入。


	まとめ
5分
	一人ひとりのちがいを尊重しよう
	◎男の子だから、女の子だからではなく、自分だから、好きなものを大事にできたらいいですね。また、他の人の好きのことも大事にできたら素敵ですね。
	・自分らしさを大切にするとともに、他の人の自分らしさも大切にすることの大切さを伝える。
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]




【授業のタイムライン案②】
自分や他の人のちがいを大切にしよう
＊小学校中学年を想定、学活・道徳など

	
	学習活動
	主な発問
	指導上の留意点

	導入
5分
	導入
	◎今日は自分らしさを大切にすることについて学びます。今日の授業では、このお約束をしましょう。
◎あなたの好きな色はなんですか？この本はピンクが好きな子の話です

	・導入は実態にあわせて工夫する。
・フロアルールを共有する。
・絵本の主人公を「男の子」「ゲイ」「トランスジェンダー」等と勝手に決めつける発言は避けてください。

	展開(1)
10分
	絵本の読み聞かせ

	◎では絵本を読んでみてみましょう
	・ジェンダーや性のあり方に関する揶揄等があった場合の対応は、前頁を参照。

	展開(2)
10分
	感情の動きの整理
	◎登場人物の気持ちを考えてみましょう。教室に入る場面が２回あったけど、表情がちがうよね。１回目はどんな気持ちだったんだろう？どうしてかな？２回目はどんな気持ちだったんだろう？どうしてかな？
	・登場人物の気持ちを場面ごとに絵本を活用しながら確認
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]

	展開(3)
15分
	ワークシート
	◎この主人公が転校生でこのクラスにくることになったら、にこにこになれるようにどんな言葉をかけますか？考えてみましょう。
	・ワークシートに記入する（8分）
・全体発表（7分）


	展開(4)
5分
	自分と他者のちがいを尊重することの大切さを伝える。
	◎自分の自分らしさも、周囲の人の自分らしさも、同じように大事にできるとすてきだね。周りとちがっているかも、と不安になっている友達がいた時に、周囲の人ができることがあります。その人の自分らしさを大事にしていいんだよ、と伝えてみましょう。
	・自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理解し、自分と異なる意見も大切にすることに気付くことの大切さを伝える。
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【授業のタイムライン案③】
性の多様性について：男らしさ・女らしさより自分らしさが大事
＊小学校中学年〜高学年を想定、学活・道徳・保健体育など

	
	学習活動
	主な発問
	指導上の留意点

	導入
5分
	導入
	◎今日は自分らしさを大切にすることについて学びます。今日の授業では、このお約束をしましょう。
◎あなたの好きな色はなんですか？この本はピンクが好きな子の話です

	・導入は実態にあわせて工夫する。
・フロアルールを共有する。
・絵本の主人公を「男の子」「ゲイ」「トランスジェンダー」と勝手に決めつける発言は避けてください。

	展開(1)
10分
	絵本の読み聞かせ

	◎では絵本を読んでみてみましょう
	・ジェンダーや性のあり方に関する揶揄等があった場合の対応は、前頁を参照。

	展開(2)
5分
	場面の整理
	◎絵本の中で、主人公が困っていた場面がいくつかありましたね。どんなことに困っていたでしょうか？
◎お父さんからは「あおになれるよ」と言われてもあおになれないことや、はじめて学校に行った時、クラスのみんなとなじめずに、困っていたりしましたよね。
	・登場人物の気持ちを場面ごとに絵本を活用しながら確認

	展開(3)
15分
	多様な性に関する動画視聴
	◎この主人公と同じように、学校で困った経験をした人がいます。この絵本を日本語に訳した人です。紹介します。では映像をみてみましょう。
◎動画を視聴する 
	・絵本内で主人公のセクシュアリティは明示されていないので、LGBTQであると決めつけることなく、あくまで同じ場面で困った翻訳者がLGBTQであるという点に留意。

	展開(4)
5分
	ワークシートを記入する
	◎それぞれの自分らしさを大事にするためには、どんなことができるでしょうか？

	・ワークシートを記入する。

	まとめ
5分
	自分と他者のちがいを尊重することの大切さを伝える。
	◎今日は、いろいろな性からいろいろなちがいについて考えました。
◎映像の中でもじゅんさんが言っていたように、みんながそれぞれ人とちがうところを持っているということは、誰かだけがちがうのではなくて、みんな一人ひとりがちがうということですね。
◎これからも、お互いのちがいを大事にできるクラスや学校を、みんなでつくっていきましょう。
	・児童一人ひとりが、個々の「ちがい」をどう受け入れるか、今後も考え続けるよう促す。
・いろいろな性から多様性に広げる。
・今日からできることを確認する。
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